
原則3 企莱行動-法律の文言以上に信頼の精神を

企業秘密の保持の正当性を受け入れる-九義表がなく.串直で,箕美を語LJ.約束を連守L

透明であることが.企英自らの信用と安定のみならず.商取札矧こ国際的な取引の円滑化と効率

化ヒ役立つことを認識しなけれぱならない.

原則4 ル-ルの尊重

賀易摩擦の防止と.より自由な貿臥平等な競争条帆あらゆる関係者の公正かつ公平な処遇を

促進するために.企藁は国際的並ぴに国内のル-ルの両方を尊重しなけれぱならなし-.さらに.企

業行動の如何によっては-たとえそれが合法的ではあっても好乱.くなL,結果をもたらすことがある

ことを認害戟すベきであるo

原則5 貿易自由化の推進

企菓は, WTOく世界貿易機関I.その他国際協定に基づく多角的貿易休制を支えていかなけれ

ぱならないo企集はまた自国の政策目操を尊重しつつも.漸進的で適正な貿易自由化の推進と.

世界貿易を不当に妨げる箆内規制の桂和の促進に協力すべきであるo

原則弓 環境への配慮

企案は.環境を保全.改善することによって,持続可能な経済発展を推進しl天然資源の浪費を

防止しなければならない9

原則7 不正行為の防止

企薬は陣収賄やマネ-ロンダリングく不正資金浄仰.その他の不正行為に関与したり.それらを

看過することがあってはならない凸さらに付言するならぱ.企業はそうした行為を排除するためlこ関

係者と積棲的に協力すベきである9テロ行為や麻薬取礼その他組織的犯罪に利用される武器等

の取引を行ってはならない.



21従菓員

私たちrよ従業員-人ひとりの尊厳と1従業員の利害を真釧榔ことの重要性を樹喜する.そ

のために私たち胤汀下の真任を有するo

.仕胤.働く人々の里舌射年の改暫こ讃するo

. -人ひとりの従業員の健康と,,EIJ名封呆つことのできる職頓環境封是供する.

.従菓最とのコ桝ンにおしてr淵漢を旨とL法的及ぴ陵争止の制約を受けなL l限

リ-榔かを共有するよう努めるo

.従菓艮の陸案やアイディア.要請.不瀞胡頃け.可育糊艮りそれらを採用する.

.対立が生以ヨ簡コお成夷こ交渉を行う.

.憾札J年臥人種.宗教なif1棚佃gJ.Jl守為を防止L処遇と機会の均等剖試吋るo

.障春者の人々を粛こ役立つことのできる職犠で尾肝軒るよう努めるo

.従菓員を職敬こおしTこ慨ぎうる傷套臓ち守るo

.適切可也所でも鹿同で棚巨や知識を従業員力唱ー得するよう奨励し支援する.

.企染D決定にbてしばしぱ生じる深亥船失菓間謝コヨ東経払い.政庶並ぴr瑚潅用者団体

その他瓢垂機関並ぴrヨt奴嘘禁と協力して潜L走避けるよう対処するo


